
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置において、サイドローブを低減

することである。

【解決手段】送信フォーカスデータメモリ１８には、第

１超音波ビームを形成するための送信フォーカスデータ

が記憶され、そのデータに従って通常送信回路１４は、

プローブ１２の対応する振動素子から第１超音波を送信

する。サイドローブ低減用逆位相フォーカスデータメモ

リ２０には、第１超音波ビームのサイドローブにあてが

われる第２超音波ビームを形成するための送信フォーカ

スデータが記憶され、そのデータに従ってサイドローブ

低減用送信回路１６は、プローブ１２の対応する振動素

子から第２超音波を送信する。同時に送信された第１超

音波と第２超音波により、音響的に第１超音波ビームの

サイドローブが低減される。電子的に第１超音波ビーム

のサイドローブを第２超音波ビームにより低減すること

もできる。

【選択図】　　　　図７

JP 2004-242788 A 2004.9.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
メ イ ン ロ ー ブ と サ イ ド ロ ー ブ と を 含 む 第 １ ビ ー ム パ タ ー ン を 有 す る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形
成 す る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 と 、
前 記 サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 し た メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第 ２ ビ ー ム パ タ ー ン を 有 す る 第 ２ 超 音 波
ビ ー ム を 形 成 す る 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 と 、
を 備 え 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を あ て が っ
て 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ を 音 響 的 あ る い は 電 子 的 に 低 減 す る こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム パ タ ー ン の メ イ ン ロ ー ブ の 両 側
に 出 る 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ に つ き 、 サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 す る メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第 ２ ビ ー
ム パ タ ー ン を 有 す る 複 数 の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と が 同 時 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の 位 相 と 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の 位 相 と が 相 互 に 逆 位 相 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 第 １ 超 音 波 を
送 受 波 す る 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 含 み 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 第 ２ 超 音 波 を
少 な く と も 送 波 す る 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 と 、 前 記 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す
る 複 数 の 振 動 素 子 と が １ 列 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 の 両 側 に 、 前 記 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を
構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と が 非 同 時 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 逆 位 相 の 関 係 に あ る 第 ２ 超 音 波 ビ
ー ム を 形 成 し 、 さ ら に 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 １ 受 信 信 号 に 対 し て 、 前 記 第 ２ 超
音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 ２ 受 信 信 号 を 加 算 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 同 位 相 の 関 係 に あ る 第 ２ 超 音 波 ビ
ー ム を 形 成 し 、 さ ら に 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 １ 受 信 信 号 か ら 、 前 記 第 ２ 超 音 波
ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 ２ 受 信 信 号 を 減 算 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 に お け る 第 １ 超 音 波 を 送 受 波 す る 複 数 の 振 動 素 子 と 、 前 記
第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 に お け る 第 ２ 超 音 波 を 送 受 波 す る 複 数 の 振 動 素 子 と が 兼 用 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 係 り 、 特 に サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 処 理 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
周 知 の よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る と 、 振 動 素 子 の 幾 何 学 的
な 配 置 や 、 フ ォ ー カ ス 点 の 位 置 な ど に 従 っ て 、 メ イ ン ロ ー ブ （ メ イ ン ビ ー ム ） の 両 側 ま た
は 片 側 に １ ま た は 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が 形 成 さ れ る 。 こ の サ イ ド ロ ー ブ は 、 超 音 波 画 像 の
画 質 を 低 下 さ せ 、 診 断 に 影 響 を 与 え る 。 こ の た め 、 で き る 限 り サ イ ド ロ ー ブ あ る い は そ れ
に よ る 偽 像 を 低 減 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に は 、 振 動 素 子 群 を 電 子 的 に 第 １ グ ル ー プ と 第 ２ グ ル ー プ に 区 分 し 、 各 グ ル ー
プ を 利 用 し て 第 １ 、 第 ２ の 送 信 を 実 行 し 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る
。 す な わ ち 、 第 １ グ ル ー プ に は 、 所 定 の フ ォ ー カ ス 点 で 超 音 波 が 集 束 す る よ う に 、 第 １ 及
び 第 ２ の 両 送 信 に お い て 正 相 信 号 が 供 給 さ れ る 。 一 方 で 第 ２ グ ル ー プ に 対 し て は 、 第 １ 送
信 で 正 相 信 号 が 供 給 さ れ る が 、 第 ２ 送 信 で は 逆 相 信 号 （ 反 転 信 号 ） が 供 給 さ れ る 。 こ の 結
果 、 受 信 信 号 の 正 相 加 算 を 前 提 と し て 、 第 １ 送 信 に つ い て は メ イ ン ビ ー ム が 支 配 的 に な っ
た 通 常 の 音 場 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 送 信 に つ い て は メ イ ン ビ ー ム が 欠 落 し た 固 有 の 音 場 が 形 成
さ れ る 。 そ れ ら に 対 応 す る ２ つ の 受 信 信 号 間 で 差 分 演 算 等 を 行 う こ と で 、 メ イ ン ビ ー ム に
相 当 す る エ コ ー 成 分 を 抽 出 で き 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ８ ８ ８ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 ま た は 片 側
に 出 る サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る こ と が 必 要 で あ る 。 な お 、 従 来 技 術 に お い て は 、 メ イ ン ロ
ー ブ を い か に き ち ん と 出 す か 、 の 観 点 か ら 、 メ イ ン ビ ー ム を 欠 落 さ せ た 固 有 の 音 場 を 形 成
さ せ 、 そ れ を 利 用 し て サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 さ せ る 原 理 が あ る が 、 サ イ ド ロ ー ブ そ の も の に
着 目 し 、 個 々 に フ ィ ッ テ ィ ン グ が 可 能 な サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 に つ い て は 提 案 さ れ て い な い
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 か か る 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 を 図 る こ と の で き
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 メ イ ン ロ ー ブ と サ イ ド ロ ー ブ
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と を 含 む 第 １ ビ ー ム パ タ ー ン を 有 す る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成
手 段 と 、 前 記 サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 し た メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第 ２ ビ ー ム パ タ ー ン を 有 す る 第
２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム
の サ イ ド ロ ー ブ に 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を あ て が っ て 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ
ー ム の サ イ ド ロ ー ブ を 音 響 的 あ る い は 電 子 的 に 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 構 成 に よ り 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 し た メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第 ２ 超
音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ
ー ブ が あ て が わ れ る 。 し た が っ て 、 サ イ ド ロ ー ブ に 着 目 し 、 着 目 し た サ イ ド ロ ー ブ に 対 応
し て 第 ２ 超 音 波 の メ イ ン ロ ー ブ を あ て が う こ と で 、 き め 細 か い サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 を 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム パ タ ー ン の メ イ ン ロ ー ブ
の 両 側 に 出 る 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ に つ き 、 サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 す る メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第
２ ビ ー ム パ タ ー ン を 有 す る 複 数 の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 上 記 構 成
に よ り 、 メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 に 現 れ る 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ を 同 じ 処 理 の も と で 低 減 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と
が 同 時 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 上 記 構 成 に よ り 、 フ レ ー ム レ ー ト を 低 下 さ せ る こ
と な く 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の 位 相 と 前 記 第 ２ 超
音 波 ビ ー ム の 位 相 と が 相 互 に 逆 位 相 で あ る こ と が 好 ま し い 。 上 記 構 成 に よ り 、 音 場 上 で 第
１ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ の 逆 位 相 が あ て が わ れ
る 。 し た が っ て 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ が 低 減 さ れ 、 か つ フ レ ー ム レ ー ト を 低 下 さ せ る こ
と が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第
１ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 第 １ 超 音 波 を 送 受 波 す る 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 含 み 、 前
記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 第 ２ 超 音 波 を 少
な く と も 送 波 す る 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 構 成 に よ り 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 第 １ 振 動
子 グ ル ー プ と 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ と が 設 け ら れ る 。 こ の こ と で 、 第 １ 超 音 波 と 第 ２ 超 音 波
の 同 時 送 信 が で き 、 音 場 上 で 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ
ン ロ ー ブ が あ て が わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の
振 動 素 子 と 、 前 記 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 と が １ 列 に 配 置 さ れ る こ
と が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を
構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 の 両 側 に 、 前 記 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 が
配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 上 記 構 成 に よ り 、 一 般 的 な 振 動 素 子 １ 列 配 置 型 の 振 動 子 （ プ
ロ ー ブ ） を 用 い て 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と
が 非 同 時 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 上 記 構 成 に よ り 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の 形 成 と は
別 の タ イ ミ ン グ で 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 し た メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第 ２
超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ ー
ム の メ イ ン ロ ー ブ が 電 子 的 に あ て が わ れ る 。 し た が っ て 、 サ イ ド ロ ー ブ に 着 目 し 、 着 目 し
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た サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 し て 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を 電 子 的 に あ て が う こ と で 、
き め 細 か い サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記 第 １ 超
音 波 ビ ー ム と 逆 位 相 の 関 係 に あ る 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 し 、 さ ら に 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ
ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 １ 受 信 信 号 に 対 し て 、 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成
す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 ２ 受 信 信 号 を 加 算 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 は 、 前 記
第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 同 位 相 の 関 係 に あ る 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 し 、 さ ら に 、 前 記 第 １ 超
音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 １ 受 信 信 号 か ら 、 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形
成 す る こ と に よ り 得 ら れ る 第 ２ 受 信 信 号 を 減 算 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 構 成 に よ り 、 電 子 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 方 式 に お い て 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 第
２ 超 音 波 ビ ー ム と が 同 位 相 の 関 係 で も 逆 位 相 の 関 係 で も 、 信 号 処 理 手 段 に よ り 、 サ イ ド ロ
ー ブ を 低 減 す る 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 に お け る 第
１ 超 音 波 を 送 受 波 す る 複 数 の 振 動 素 子 と 、 前 記 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム 形 成 手 段 に お け る 第 ２ 超
音 波 を 送 受 波 す る 複 数 の 振 動 素 子 と が 兼 用 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の こ と で 構 成 を 簡 易
な も の に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
最 初 に 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を あ て が う
こ と で サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 原 理 的 な 説 明 を 図 １ か ら 図 ６ を 用 い て 行 う 。 図 １ か ら 図 ３
は 、 メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 に 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が 出 る 場 合 、 図 ４ か ら 図 ６ は 、 メ イ ン ロ ー
ブ の 片 側 に 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が 出 る 場 合 で あ る 。 い ず れ の 図 も 、 横 軸 は 走 査 角 度 、 縦 軸
は 超 音 波 ビ ー ム の 大 き さ 、 例 え ば 受 信 信 号 の 振 幅 を 電 圧 値 で 示 し た も の で 、 い わ ゆ る ビ ー
ム パ タ ー ン を あ ら わ し た 図 で あ る 。 た だ し 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン を あ ら わ
す 図 ２ お よ び 図 ５ の 縦 軸 に つ い て は 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 第 １ 超 音 波 ビ ー ム に 逆 位 相 の 関
係 で あ て が う こ と を 理 解 し や す く す る た め に 、 下 向 き に 縦 軸 の 値 が 大 き く な る よ う に 示 し
て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に は 、 メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 に 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が 現 れ る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム
パ タ ー ン （ 第 １ ビ ー ム パ タ ー ン ） ５ ０ が 示 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 走 査 角 度 ０ 度 に メ イ ン ロ
ー ブ ５ ２ が 設 定 さ れ 、 走 査 角 度 で お よ そ ± ３ ０ 度 付 近 に 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ ５ ４ ａ ， ５ ４
ｂ が 、 走 査 角 度 で お よ そ ± ５ ０ 度 付 近 に 第 ２ の サ イ ド ロ ー ブ ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ が そ れ ぞ れ 現
れ る 。 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ ５ ４ ａ ， ５ ４ ｂ は 第 ２ の サ イ ド ロ ー ブ ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ に 比 べ そ
の 振 幅 が 大 き く 、 し た が っ て 超 音 波 診 断 装 置 の 画 質 に 与 え る 影 響 は 前 者 の ほ う が 大 き い 。
図 １ に 示 す よ う に 、 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 に 対 称 に 現 れ る 例 と し て は
、 リ ニ ア 電 子 走 査 等 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ の 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ５ ０ は 、 ２ つ の 第 １ サ イ ド ロ ー ブ ５ ４ ａ ， ５ ４
ｂ を 有 す る の で 、 こ れ ら ２ つ の サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る た め に 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム は ２ つ
用 意 さ れ る 。 図 ２ は 、 ２ つ の 超 音 波 ビ ー ム に つ い て の そ れ ぞ れ の ビ ー ム パ タ ー ン （ 第 ２ ビ
ー ム パ タ ー ン ） ６ ２ ， ６ ４ を 重 ね た 全 体 ６ ０ を 示 す 図 で あ る 。 ２ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の
ビ ー ム パ タ ー ン ６ ２ ， ６ ４ は 、 そ れ ぞ れ メ イ ン ロ ー ブ ６ ６ ａ ， ６ ６ ｂ と 、 そ の 両 側 に 現 れ
る サ イ ド ロ ー ブ ６ ８ ａ ～ ６ ８ ｄ を 有 す る 。 各 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ６ ２ ， ６
４ に お け る メ イ ン ロ ー ブ ６ ６ ａ ， ６ ６ ｂ は 、 図 １ に お け る 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ ５ ４ ａ ， ５
４ ｂ と ほ ぼ 同 じ 形 状 、 大 き さ に な る よ う に 設 定 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ は 、 サ イ ド ロ ー ブ 低 減 の 補 正 前 に お け る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ５ ０ を 破
線 で 、 ２ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ６ ２ ， ６ ４ に つ い て 縦 軸 の 符 号 を 反 転 し
た も の を 一 点 鎖 線 で 示 し 、 両 者 （ 破 線 と 一 点 鎖 線 ） を 加 算 処 理 し て 合 成 し た ビ ー ム パ タ ー
ン ７ ０ を 実 線 で 示 し た 図 で あ る 。 な お 、 両 者 （ 破 線 と 一 点 鎖 線 ） の 加 算 処 理 は 、 図 １ ， ２
に 示 す よ う に 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と が 逆 位 相 の 関 係 に あ る と き で あ っ
て 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と が 同 位 相 の 関 係 に あ る と き は 、 第 １ 超 音 波 ビ
ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ５ ０ か ら 、 ２ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ６ ２ ， ６ ４ が
減 算 処 理 さ れ る 。 こ の よ う に 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ に 、 そ れ ぞ れ 第 ２
超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ が 符 号 反 転 し て あ て が わ れ る こ と に よ り 、 合 成 さ れ た ビ ー ム
パ タ ー ン ７ ０ に お い て 、 サ イ ド ロ ー ブ を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ に は 、 メ イ ン ロ ー ブ の 片 側 に 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が 現 れ る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム
パ タ ー ン （ 第 １ ビ ー ム パ タ ー ン ） ８ ０ が 示 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 走 査 角 度 ０ 度 に メ イ ン ロ
ー ブ ８ ２ が 設 定 さ れ 、 走 査 角 度 で お よ そ － ３ ０ 度 付 近 に 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ ８ ４ が 、 走 査
角 度 で お よ そ － ５ ０ 度 付 近 に 第 ２ の サ イ ド ロ ー ブ ８ ６ が そ れ ぞ れ 現 れ る 。 第 １ の サ イ ド ロ
ー ブ ８ ４ は 第 ２ の サ イ ド ロ ー ブ ８ ６ に 比 べ そ の 振 幅 が 大 き く 、 し た が っ て 超 音 波 診 断 装 置
の 画 質 に 与 え る 影 響 は 前 者 の ほ う が 大 き い 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ が メ
イ ン ロ ー ブ の 片 側 に 偏 在 し て 現 れ る 例 と し て は 、 あ る 走 査 条 件 に お け る セ ク タ 電 子 走 査 等
が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ に は 、 図 ４ の 第 １ 超 音 波 ビ ー ム に 対 応 す る サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の
ビ ー ム パ タ ー ン （ 第 ２ ビ ー ム パ タ ー ン ） ９ ０ が 示 さ れ る 。 こ の 例 で は 、 図 ５ に 示 す 第 １ の
サ イ ド ロ ー ブ ８ ４ の 低 減 を 目 指 し た 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ９ ０ が 示 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 １ つ の 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ ８ ４ を 低 減 す る た め に 、 １ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー
ム が 用 意 さ れ る 。 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ９ ０ は 、 メ イ ン ロ ー ブ ９ ２ と 、 そ の
両 側 に 現 れ る サ イ ド ロ ー ブ ９ ４ ａ ， ９ ４ ｂ を 有 す る 。 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ ９
２ は 、 図 ４ に お け る 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ ８ ４ と ほ ぼ 同 じ 形 状 、 大 き さ に な る よ う に 設 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ６ は 、 サ イ ド ロ ー ブ 低 減 の 補 正 前 に お け る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ８ ０ を 破
線 で 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ９ ０ に つ い て 縦 軸 の 符 号 を 反 転 し た も の を 一 点
鎖 線 で 、 両 者 （ 破 線 と 一 点 鎖 線 ） を 加 算 処 理 し て 合 成 し た ビ ー ム パ タ ー ン １ ０ ０ を 実 線 で
示 し た 図 で あ る 。 な お 、 両 者 （ 破 線 と 一 点 鎖 線 ） の 加 算 処 理 は 、 図 ４ ， ５ に 示 す よ う に 、
第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と が 逆 位 相 の 関 係 に あ る と き で あ っ て 、 第 １ 超 音 波
ビ ー ム と 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と が 同 位 相 の 関 係 に あ る と き は 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ
タ ー ン ８ ０ か ら 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン ９ ０ が 減 算 処 理 さ れ る 。 こ の よ う に
、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ に 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ が 符 号 反
転 し て あ て が わ れ る こ と に よ り 、 合 成 さ れ た ビ ー ム パ タ ー ン １ ０ ０ に お い て 、 サ イ ド ロ ー
ブ を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 説 明 で は 、 メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 あ る い は 片 側 に 現 れ る 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ に つ い て 、
メ イ ン ロ ー ブ に 最 も 近 い サ イ ド ロ ー ブ の 振 幅 が も っ と も 大 き く 、 メ イ ン ロ ー ブ か ら 離 れ る
に 従 い 、 各 サ イ ド ロ ー ブ の 振 幅 が 順 次 小 さ く な る 例 を 用 い た 。 こ の 他 に 、 各 サ イ ド ロ ー ブ
の 振 幅 が メ イ ン ロ ー ブ か ら 離 れ る に 従 っ て 必 ず し も 順 次 小 さ く な ら な い 場 合 で も 、 目 的 と
す る サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 し て 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を あ て が う こ と で 、 そ の サ
イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 説 明 に お い て 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ の 両 側 ま た は 片 側 に 現 れ る サ イ ド ロ
ー ブ と し て は 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ 及 び 第 ２ の サ イ ド ロ ー ブ の み と し た が 、 さ ら に 多 く の サ
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イ ド ロ ー ブ が 現 れ る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム で あ っ て も よ い 。 ま た 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン
ロ ー ブ は 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム に お け る 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ の 中 で 、 振 幅 の よ り 大 き く 画 質
に 対 す る 影 響 の よ り 大 き い 第 １ の サ イ ド ロ ー ブ に あ て が わ れ る も の の み を 示 し た が 、 次 に
影 響 の 大 き い 第 ２ の サ イ ド ロ ー ブ 、 そ の 次 に 影 響 の 大 き い 第 ３ の サ イ ド ロ ー ブ 等 に 対 応 し
て 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の 数 を 増 加 さ せ て そ れ ぞ れ あ て が う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 下 に 、 上 記 説 明 の 内 容 に 従 っ た サ イ ド ロ ー ブ 低 減 を 実 現 で き る 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態
に つ き 、 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ
ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を あ て が う に は 、 音 響 的 に 行 う 方 法 と 電 子 的 に 行 う 方 法 と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ７ は 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の
超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に お い て は 、 第 １ 超 音 波 の 送 信 と 第 ２ 超 音 波 の 送 信 と を 同 時 に 行 う こ
と が で き る よ う に 、 プ ロ ー ブ １ ２ 内 に お い て 複 数 の 振 動 素 子 が ２ つ の グ ル ー プ に 分 け ら れ
、 送 信 回 路 も 通 常 送 信 回 路 １ ４ と サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 送 信 回 路 １ ６ に 分 け て 備 え ら れ る 。
ま た 、 通 常 送 信 回 路 １ ４ に 接 続 さ れ て 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の フ ォ ー カ ス デ ー タ を 記 憶 す る 送
信 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ １ ８ が 備 え ら れ 、 サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 送 信 回 路 １ ６ に 接 続 さ れ
て 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の フ ォ ー カ ス デ ー タ を 記 憶 す る サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス
デ ー タ メ モ リ ２ ０ が 備 え ら れ る 。 受 信 回 路 ２ ２ は プ ロ ー ブ １ ２ に 接 続 さ れ 、 受 信 回 路 ２ ２
の 出 力 は 、 Ｄ Ｓ Ｃ ２ ４ に お い て 信 号 処 理 が 行 わ れ 、 そ の 後 表 示 器 ２ ６ に お い て 超 音 波 画 像
が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ７ 中 の プ ロ ー ブ １ ２ は 、 超 音 波 パ ル ス の 送 波 及 び エ コ ー の 受 波 を 行 う 超 音 波 探 触 子 で あ
る 。 こ の プ ロ ー ブ １ ２ は 、 ア レ イ 振 動 子 を 有 し て お り 、 そ の ア レ イ 振 動 子 の 電 子 走 査 に よ
っ て 超 音 波 ビ ー ム が 電 子 的 に 走 査 さ れ る 。 電 子 走 査 方 式 と し て は 、 例 え ば 電 子 リ ニ ア 走 査
や 電 子 セ ク タ 走 査 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ア レ イ 振 動 子 は 、 複 数 の 振 動 素 子 か ら 構 成 さ れ る 。 図 ８ に 、 ア レ イ 振 動 子 ３ ０ の 構 成 を 示
す 。 ア レ イ 振 動 子 ３ ０ は 、 複 数 の 振 動 素 子 ３ ２ を １ 列 に 並 べ た 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ４ と
、 第 １ 振 動 素 子 と 例 え ば 同 数 の 振 動 素 子 を １ 列 に 並 べ た 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ６ と を 、 電
子 走 査 方 向 に 平 行 に 配 置 し て な る 。 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ４ は 、 サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 を 図
り た い 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る た め の 第 １ 超 音 波 の 送 受 波 に 用 い ら れ る 。 第 ２ 振 動 子
グ ル ー プ ３ ６ は 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ を 音 響 的 に 低 減 す る 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム
を 形 成 す る た め の 第 ２ 超 音 波 の 送 波 に 用 い ら れ る 。 第 １ 超 音 波 の 送 信 と 第 ２ 超 音 波 の 送 信
と を 同 時 に 行 う こ と が で き る よ う に 、 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ と 、 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ と は 別
個 に 設 け ら れ る 。 各 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 の 数 と し て は 、 例 え ば ９ ６ チ ャ ネ
ル 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ６ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 の 全 体 を 用 い て １ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー
ム を 形 成 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ６ を 構 成 す る 複
数 の 振 動 素 子 を い く つ か の ブ ロ ッ ク に 分 け 、 各 ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 を 用 い
て 各 ブ ロ ッ ク ご と に そ れ ぞ れ 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば
、 図 ２ で 説 明 し た よ う に 、 ２ つ の サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る た め に ２ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム
を 用 い た い と き は 、 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ６ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 を ２ つ の ブ ロ ッ ク
に 分 け 、 一 方 の ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 を 一 方 の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の 形 成 用 に
割 り 当 て 、 他 方 の ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 を 他 方 の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の 形 成 用
に 割 り 当 て る こ と が で き る 。 ま た 、 ３ 以 上 の ブ ロ ッ ク に 分 け る こ と で 、 ３ 以 上 の 第 ２ 超 音
波 ビ ー ム を 形 成 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き 、 こ れ を 用 い て ３ 以 上 の サ イ ド ロ ー ブ を 低
減 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ９ に 、 他 の 形 態 の ア レ イ 振 動 子 ４ ０ を 示 す 。 こ の 例 の ア レ イ 振 動 子 ４ ０ は 、 １ 列 に 複 数
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の 振 動 素 子 を 並 べ た も の で 、 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ ４ ４ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 が そ の 中
央 部 分 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ ４ ６ ａ ， ４ ６ ｂ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 が そ の
両 側 に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 ア レ イ 振 動 子 ４ ０ が ９ ６ チ ャ ネ ル の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る と
し て 、 中 央 の ４ ８ チ ャ ネ ル の 振 動 素 子 を 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ ４ ４ 、 そ の 両 側 の 各 ２ ４ チ ャ
ネ ル ず つ の 振 動 素 子 を そ れ ぞ れ 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ に 割 り 当 て て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ８ 、 図 ９ に 示 す 例 の 他 に 、 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 と 、 第 ２ 振 動 子 グ
ル ー プ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 と を 交 互 に 配 置 し て ア レ イ 振 動 子 を 構 成 し て も よ い 。 交 互 配
置 に は 、 １ 個 の 振 動 素 子 ご と に 交 互 配 置 し て も よ く 、 例 え ば ２ 個 の 振 動 素 子 を 単 位 に 交 互
配 置 す る 等 、 複 数 の 振 動 素 子 ご と に 交 互 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ８ に 示 す 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ４ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 は 、 通 常 送 信 回 路 １ ４ に 接 続 さ
れ 、 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ６ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 は 、 サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 送 信 回 路 １ ６
に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
通 常 送 信 回 路 １ ４ も サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 送 信 回 路 １ ６ も そ の 内 部 構 成 は 同 じ で 、 と も に 対
応 す る 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る 機 能 を 有 す る 。 通 常 送 信 回 路 １ ４ は 、 図 示 さ れ て い
な い 制 御 部 の 制 御 の 下 で 、 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ １ ８ か ら 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の 形 成
に 必 要 な 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ 、 す な わ ち 各 振 動 素 子 ご と の 送 信 遅 延 デ ー タ の 供 給 を 受 け
、 そ れ に 従 っ て 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 送 信 回 路 １ ６ は 、 図 示 さ れ て い な い 制 御 部 の 制 御 の 下 で 、 サ イ ド ロ ー
ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ ２ ０ か ら 必 要 な 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ で あ る 各 振
動 素 子 ご と の 送 信 遅 延 デ ー タ の 供 給 を 受 け 、 そ れ に 従 っ て 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ を 構 成 す る
各 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ １ ８ に は 、 上 記 の よ う に 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る た め に
必 要 な 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ が 、 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ の 各 振 動 素 子 に 対 応 付 け ら れ た 送 信
遅 延 デ ー タ の 集 合 と し て 記 憶 さ れ る 。 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ は 、 ビ ー ム パ タ ー ン の 異 な る
第 １ 超 音 波 ビ ー ム ご と に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ ２ ０ に は 、 上 記 の よ う に 第 ２ 超 音 波 ビ
ー ム を 形 成 す る た め に 必 要 な 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ が 、 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ の 各 振 動 素 子
に 対 応 付 け ら れ た 送 信 遅 延 デ ー タ の 集 合 と し て 記 憶 さ れ る 。 記 憶 さ れ る 送 信 フ ォ ー カ ス デ
ー タ は 、 図 １ か ら 図 ６ で 説 明 し た よ う に 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 し よ う と す る 第 １ 超 音 波 ビ
ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 対 応 す る メ イ ン ロ ー ブ を 含 む 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る に 必 要 な
送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ で あ る 。 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム と 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と は 逆 位 相 の 関 係 に
な る よ う に 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ が 設 定 さ れ る 。 か か る サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー
カ ス デ ー タ は 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 し よ う と す る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム ご と に 対 応 付 け ら れ て
記 憶 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム に お け る 複 数 の サ イ ド ロ ー ブ の 低 減 を 図 る た め に 、
複 数 の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る の に 必 要 な 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ と す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
受 信 回 路 ２ ２ は 、 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ ３ ４ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 各
振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 に 対 し 、 増 幅 や 整 相 加 算 等 の 処 理 を 行 う 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
第 １ 超 音 波 及 び 第 ２ 超 音 波 の 送 受 信 は 、 図 示 さ れ て い な い 制 御 部 の 制 御 に よ り 、 第 １ 超 音
波 の 送 信 と 第 ２ 超 音 波 の 送 信 と が 同 時 に 行 わ れ 、 そ の エ コ ー 信 号 が 受 信 さ れ る 。 す な わ ち
、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ る と 同 時 に 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ 、 音 場 上 に お い
て 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ が あ て が わ れ 、 音
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響 的 に 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ が 低 減 さ れ て 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
Ｄ Ｓ Ｃ ２ ４ は 、 受 信 回 路 ２ ２ の 出 力 信 号 を 信 号 処 理 し 、 さ ら に 送 受 波 座 標 系 か ら 表 示 座 標
系 へ の 座 標 変 換 を 行 う 機 能 等 を 有 す る 公 知 の 画 像 処 理 回 路 で あ る 。 そ の 出 力 は 、 表 示 器 ２
６ に 入 力 さ れ て 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 １ ０ は 、 電 子 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 超 音 波 診 断 装 置 １ １ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 ７ と 同 様 の 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １
１ ０ に お い て は 、 第 １ 超 音 波 の 送 信 と 第 ２ 超 音 波 の 送 信 と を 時 分 割 等 の 方 法 で 非 同 時 に 行
う 。 プ ロ ー ブ １ １ ２ は 、 第 １ 超 音 波 の 送 受 波 と 第 ２ 超 音 波 の 送 受 波 の 両 方 に 兼 用 し て 用 い
ら れ 、 送 信 回 路 １ １ ４ に は 、 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ １ ８ へ の 接 続 ま た は サ イ ド ロ ー
ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ ２ ０ へ の 接 続 を 第 １ 超 音 波 の 送 信 と 第 ２ 超 音 波 の
送 信 の タ イ ミ ン グ に 応 じ て 切 換 え る 送 信 フ ォ ー カ ス 切 換 え 回 路 １ １ ６ が 接 続 さ れ る 。 ま た
、 受 信 回 路 ２ ２ の 出 力 は 通 常 ビ ー ム メ モ リ １ １ ８ と サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 ビ ー ム メ モ リ １ ２
０ と が 接 続 さ れ 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム と 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム よ り 得 ら れ る 受 信 信 号 デ ー タ が そ
れ ぞ れ 記 憶 さ れ る 。 こ れ ら の メ モ リ と 加 算 器 １ ２ ２ が 接 続 さ れ 、 電 子 的 に 加 算 処 理 さ れ た
出 力 を 用 い て Ｄ Ｓ Ｃ ２ ４ に お い て 信 号 処 理 が 行 わ れ 、 そ の 後 表 示 器 ２ ６ に お い て 超 音 波 画
像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 １ ０ の 中 の プ ロ ー ブ １ １ ２ は 、 ア レ イ 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 で 、 例 え ば 、 図 １ １
に 示 す ア レ イ 振 動 子 １ ３ ０ の よ う に 、 複 数 の 振 動 素 子 １ ３ ２ を １ 列 に 並 べ て 構 成 さ れ る 一
般 的 な ア レ イ 振 動 子 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
送 信 回 路 １ １ ４ は 、 プ ロ ー ブ １ １ ２ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る 機 能 を 有
す る 回 路 で あ る 。 送 信 回 路 １ １ ４ に は 、 送 信 フ ォ ー カ ス 切 換 え 回 路 １ １ ６ を 介 し て 、 図 ７
に お い て 説 明 し た と 同 様 の 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ １ ８ と 、 サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 逆 位
相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ ２ ０ と が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
送 信 フ ォ ー カ ス 切 換 え 回 路 １ １ ６ は 、 図 示 さ れ て い な い 制 御 部 の 制 御 の 下 で 、 第 １ 超 音 波
ま た は 第 ２ 超 音 波 の 送 信 の 切 換 え に 応 じ 、 送 信 回 路 １ １ ４ に 供 給 す る 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー
タ の 種 類 を 切 換 え る 機 能 を 有 す る 回 路 で あ る 。 送 信 の 切 換 え は 、 例 え ば 、 時 分 割 等 の 手 段
を 用 い る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 １ 超 音 波 の 送 信 に お い て は 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ
メ モ リ １ ８ か ら 必 要 な 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ が 送 信 回 路 １ １ ４ に 供 給 さ れ 、 第 ２ 超 音 波 の
送 信 に お い て は サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ ２ ０ か ら 必 要 な 送 信 フ
ォ ー カ ス デ ー タ が 送 信 回 路 １ １ ４ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
受 信 回 路 ２ ２ は 、 各 振 動 素 子 か ら の 受 信 信 号 に 対 し 、 増 幅 や 整 相 加 算 等 の 処 理 を 行 う 回 路
で 、 そ の 出 力 は 、 図 示 さ れ て い な い 制 御 部 の 制 御 の 下 で 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ
と で 得 ら れ る 第 １ 受 信 信 号 は 通 常 ビ ー ム メ モ リ １ １ ８ に 、 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ
と で 得 ら れ る 第 ２ 受 信 信 号 は サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 ビ ー ム メ モ リ １ ２ ０ に 、 そ れ ぞ れ 入 力 さ
れ て 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
通 常 ビ ー ム メ モ リ １ １ ８ 及 び サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 ビ ー ム メ モ リ １ ２ ０ は 、 受 信 信 号 デ ー タ
を 記 憶 す る メ モ リ で あ る 。 デ ー タ の 記 憶 は 、 例 え ば 図 １ 、 図 ２ で 説 明 し た ビ ー ム パ タ ー ン
の 形 式 で 、 走 査 角 度 に 対 応 付 け て 受 信 信 号 デ ー タ を 記 憶 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
加 算 器 １ ２ ２ は 、 第 １ 受 信 信 号 に 対 し 、 第 ２ 受 信 信 号 を 電 子 的 に 加 算 処 理 を 行 う 機 能 を 有
す る 回 路 で あ る 。 加 算 処 理 は 、 各 走 査 角 度 に つ い て 、 第 １ 受 信 信 号 の 値 に 対 し 第 ２ 受 信 信
号 の 値 が 加 算 さ れ る 。 こ の 加 算 に よ り 、 電 子 的 に 第 １ 受 信 信 号 に お け る サ イ ド ロ ー ブ に 第
２ 受 信 信 号 の メ イ ン ロ ー ブ が あ て が わ れ 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ が 低 減 さ れ た
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合 成 受 信 信 号 が 得 ら れ る 。 合 成 受 信 信 号 は Ｄ Ｓ Ｃ ２ ４ に 出 力 さ れ 、 画 像 処 理 の 後 、 表 示 器
２ ６ に 入 力 さ れ 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
上 記 説 明 に お い て 、 電 子 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る の に 用 い ら れ る サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用
逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ の 内 容 は 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る の に 用 い ら れ
る サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ ２ ０ の 内 容 と 同 じ と し 、 加 算 器 １ ２
２ は 、 重 み 付 け 等 を 行 わ な い 単 純 な 加 算 処 理 を 行 う も の と し た 。 こ の 他 に 、 電 子 的 に サ イ
ド ロ ー ブ を 低 減 す る 場 合 に 、 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の サ イ ド ロ ー ブ に あ て が わ れ る 第 ２ 超 音 波
ビ ー ム の メ イ ン ロ ー ブ を 、 形 状 は 相 似 の ま ま で 、 大 き さ を あ る 倍 率 Ａ と し て も よ い 。 こ の
と き は 、 加 算 器 １ ２ ２ に お い て 、 第 ２ 受 信 信 号 に 対 し １ ／ Ａ の 重 み 付 け を 行 う 重 み 付 け 加
算 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 上 記 説 明 で は 、 第 ２ 超 音 波 の 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ と し て 、 第 ２ 超 音 波 を 第 １ 超 音
波 に 対 し 逆 位 相 の 関 係 に な る デ ー タ と し 、 第 １ 受 信 信 号 と 第 ２ 受 信 信 号 と の 間 の 処 理 は 加
算 処 理 と し た 。 こ れ に 代 え て 、 第 ２ 超 音 波 の 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ を 、 第 ２ 超 音 波 を 第 １
超 音 波 に 対 し 同 位 相 の 関 係 に な る デ ー タ と し 、 第 １ 受 信 信 号 と 第 ２ 受 信 信 号 と の 間 の 処 理
を 減 算 処 理 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 原 理 的 な 説 明 に 用 い ら れ る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン の 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 原 理 的 な 説 明 に 用 い ら れ る ２ つ の 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン を
重 ね た 全 体 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 原 理 的 な 説 明 で 、 サ イ ド ロ ー ブ が 低 減 さ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 原 理 的 な 説 明 に 用 い ら れ る 第 １ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン に つ い て
他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 原 理 的 な 説 明 に 用 い ら れ る 第 ２ 超 音 波 ビ ー ム の ビ ー ム パ タ ー ン に つ い て
他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 原 理 的 な 説 明 で 、 サ イ ド ロ ー ブ が 低 減 さ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お い て 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 超 音 波 診 断
装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お い て 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る の に 用 い ら
れ る ア レ イ 振 動 子 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お い て 、 音 響 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る の に 用 い ら
れ る 他 の ア レ イ 振 動 子 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お い て 、 電 子 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る 超 音 波 診
断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お い て 、 電 子 的 に サ イ ド ロ ー ブ を 低 減 す る の に 用 い
ら れ る ア レ イ 振 動 子 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， １ １ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 １ ２ ， １ １ ２ 　 プ ロ ー ブ 、 １ ４ 　 通 常 送 信 回 路 、 １ ６ 　
サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 送 信 回 路 、 １ ８ 　 送 信 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ 、 ２ ０ 　 サ イ ド ロ ー ブ
低 減 用 逆 位 相 フ ォ ー カ ス デ ー タ メ モ リ 、 ２ ２ 　 受 信 回 路 、 ３ ０ ， ４ ０ ， １ ３ ０ 　 ア レ イ 振
動 子 、 ３ ２ ， １ ３ ２ 　 振 動 素 子 ， ３ ４ ， ４ ４ 　 第 １ 振 動 子 グ ル ー プ 、 ３ ６ ， ４ ６ ａ ， ４ ６
ｂ 　 第 ２ 振 動 子 グ ル ー プ 、 ５ ０ ， ８ ０ 　 第 １ ビ ー ム パ タ ー ン 、 ５ ２ ， ８ ２ 　 メ イ ン ロ ー ブ
、 ５ ４ ａ ， ５ ４ ｂ ， ８ ４ 　 第 １ サ イ ド ロ ー ブ 、 ６ ０ 　 第 ２ ビ ー ム パ タ ー ン の 全 体 、 ６ ２ ，
６ ４ ， ９ ０ 　 第 ２ ビ ー ム パ タ ー ン 、 ６ ６ ａ ， ６ ６ ｂ ， ９ ２ 　 第 ２ ビ ー ム パ タ ー ン の メ イ ン
ロ ー ブ 、 ７ ０ ， １ ０ ０ 　 合 成 し た ビ ー ム パ タ ー ン 、 １ １ ４ 　 送 信 回 路 、 １ １ ６ 　 送 信 フ ォ
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ー カ ス 切 換 え 回 路 、 １ １ ８ 　 通 常 ビ ー ム メ モ リ 、 １ ２ ０ 　 サ イ ド ロ ー ブ 低 減 用 ビ ー ム メ モ
リ 、 １ ２ ２ 　 加 算 器 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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摘要(译)

要解决的问题：减少超声诊断仪中的旁瓣。 传输焦点数据存储器18存储
用于形成第一超声波束的传输焦点数据，并且正常数据传输电路14根据
该数据从探头12的相应振动元件引起第一超声波。 发送。 旁瓣减小反相
聚焦数据存储器20存储用于形成施加到第一超声束的旁瓣的第二超声束
的透射聚焦数据，并且根据该数据执行旁瓣减小透射。 电路16从探头12
的相应振动元件发射第二超声波。 通过同时发送的第一超声波和第二超
声波在声学上减小第一超声波束的旁瓣。 第一超声束的旁瓣可以通过第
二超声束电子地减小。 [选择图]图7
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